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丁為すことによって学ぶ｣経験主義は,新しい教育の根本精神であるが,現代教育の上で, `とゐ

精神は,はたして正しく捉えられ一また正しく実践されているであろうか.　･
●

寛一に, ｢為すことによって学ぶ｣ということは,単に経験を多くつみかさぬることだけを意味し

ているのではない.ところが,教師たちは,経験を多く与えさえすればそれでよろしいと考えてい

るものが多い.第二に, ｢為すことによって学ぶ｣というととは,為すととによって何かを学ばなけ
＼

ればならない｡ところが,教師たちはその何かをはっきり意識して指導していないものが多い｡と

のこ点は,いいかえると,経験の量と経験の質とい･3ことたなる.このこ点について,研究が足り

ないために,教科書編集における観念的僅験主義が生じた.ここでは,国語教科書編集の上に,そ

れがどういう形であらわれ,それが現場の指導をどういうふうにゆがめているかを考察してみ允レ､.

単　元　の　計　董

教科書紘資料集である,教育課程は現場で立てるべきだといいながら,実際は教科書編集者によ

って単元が設定されていることは,わたくLに性納得できない.ところで,その単元計画をみると,

あらゆる言語凝験が主題化されている.全国のとどもたちを対象として編集され允教科書の性格か

らいえば,当然そうあるべきであろう.おそらく,教科雷編集者充ちは･,この単元計画どおり,都

会,農村,漁村,山村のとどもたちに同じように学習させようとは考えでいまい.しかし,編葉者

の趣旨が徹底しないために,教師充ちは教科書の単元計画どおり忠実に実践する.電話を見舞こと

ち.ない,かけ兜とともないところで, ｢電話のかけかた｣の学習がはじまる.一年に一度ぐらい巡回

映画を見るにすぎないところで, ｢映画の兄か潅｣ ｢シ′ナ1)オの読みかた｣の指導が行われる｡放送

設備のない教室で, ｢放送のしかた｣をやる.これで学習効果があがるはすはない｡まして単元の主
●

題の解決など望まれない.教師たちの見識のなさは責められるべきだが,しかし,編集者にも嚢任

なしとしない.はっきりいえば,実用主義LlC堕して経験の量Oみを重んずる編集者の観念的経験主

義がここに露呈したといえよう.経験主義の真の精神は｢-｣を聞いて｢+｣を知るにある.対話

のしかたO要領をしっかり身につけるなら,電話のかけかたは指導されないでもすぐ適応できよう
0

シナ1)オの読みかたについて直接学習しなくても,脚本の読みか允の原理を応用して解決しよV｡

演劇鑑賞の原理は映画鑑賞の原理と無縁ではない.単元学習はそうい;5よ･jに｢-｣を聞いて｢+｣

を知るための学習である.だから,知識よりも経験を重んじ,学習の結果よりも学習の過程を薯ん

ずるのであるq
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資　料　の　選　揮

国語の単元には聞くことを主題とし兜もの(聞きか挺単元),話すことを主題としたもの(証し

か允単元),読むことを主題としたもの(読みかた単元),.書くことを主題としたもの(書きか兜単

元)がある.単元学習では,その主題のちがいによって,その資料の役割や取扱いが変らなければ

ならない｡したがって,各単元の資料は,こどもたちがその主題を解決するにふさわしいものを選

択すべきであろう.ところが編集者充ちにそういう明確な意識が働いているとは考えられない.高

校は別として,中学小学の資料は,第-に大人がこどもたちのために話したものか苦い充もの,め

るい性こどもたち白身が話し兜ものか書いたものでありたい.これに抹もちろんいく.ちか例外がで

きよう.しかし,現在は余りにその例外が多すぎるのではなかろ肇か.大人にとって売金ですぼら

しい資料が,こどもたちにとって必ずしもそうであると抹限らない.大人にとつでは興味搾く感銘

探い資料が,とどもたちにとって必ずしもそうであると株限らない.だから,大人がこ■どもたちの

兜めに話したもの書いたものよ妙も,こどもたち自身が話したもの書いたものを重んすべきことは

いうまでもない.第二に開きかたあるいは読みかた単元の場合は別として,請しかたあるいは書き

かた単元の琴料として払絶対にこどもたち自身が話したもの書いたものから選択すべきであろう｡

いいかえると,理解的単元の資料としては,大人がこどもたちの兜めに話したもの書いたものでも

よいが,表現的単元の資料として拭絶対にこどもたち自身が話したもの書いたものでなければなら

ない.令,この理由を読みかた単元と,書きかた単元七の場合で説明しよう｡たとえば, ｢蕗の味

わいかた｣という単元では,詩はいかに味わうべきかとい･>)ことが主題であるo　箕際に詩を味わう

窺験をとおして,詩鑑賞の知識態度技術を体得しなければならないoそのぬめには,資料的にも時

間的に･もうんと読ませなければならない.ま海読みの段階として,やはり通読精読味読の過程を必

要としようわ.もちろん,詩について聞くこと話すこと書くことも給食的に指導されノなければならな
ヽ

い｡しかし,詩鑑賞という主題に対しでは,あくまで読むことが直接的活動であって,聞くこと話

チ.こと書くことはすべて間接的活動であるにすぎない.これに反して, ｢詩の書きか挺｣という単元

では,詩はいかに書くべきかということが主題である.この主題は実際に詩を書く経験をとおさ放

けれぼ解決されない.この実際の経験に即して,はじめて詩創作の知識態度技緬を体得することが

できよう｡この単元の資料は詩を書く挺めの見本であり手本であるにすぎない｡学習の中心というか

焦点というか,それ蜂こどもたちが作品を賢くところにおかれる｡質的にも量的にもうんと書かせ

るちとが大切である.立派な詩を書かせるためには,あらかじめその見本であり手本である資料に

ついて聞くとと話すこと読むことが給食的に指導されなければならないむしかし,詩創作という主

題に対して性,あくまで書くことが直接的活動であって,聞くこと,.話すこと読むことはすべて間

接的活動であるにすぎないO.時局同じ聞くこと話すこと読むこと書くことでありながら, ･単元の童

題によっては,主題解決のための直接的活動を演じたりある小技間接的活動を演じたりする.これ

を質料という立場から眺めると,靖すこと雷くこと∴表現的単元の資料峠いずれも見本とか手本と
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かいう意味が強いのであるから,大人の話したもめ書いたものでなく,全国の同学年のとどもたち

の作品のなかから優れたものを速ぶべきであろう｡とれによって学習の興味の問題も能力の問題も

すべて解決すにちがいないo

現在の教科書の資料の選択を見ると,やはりまだ読みかた単元の資料の選択にならって,聞きか

た話しかた書きかたの各単元の資料を選んでいる傾向が強vv　まだ:まだ読方教育時代の教科書編集

の考えかたから脱しきれないで,概念的経験主義に堕していると評しても不当ではなかろう.

資　料　の　組　織

たとえば小学校の場合で, ｢夏の自然｣という生活麓験的単元を　　つぼめ(I)蛋(=)野道､画星
･■

という四つの資料で組織している.この四つの資料拭,その素材が｢夏の自然｣生活のものである

点でわずかに共通しているにすぎない.言語産験的立場からみると, BH抹詩であり, m囲紘観

察記録であって,抹つきり二つに分れる.ところで,指導書をみると, Btfで抹詩を味わ.い詩を作

ることをねらい, ･1両では調べ読みして観察記録を昔くことをねらっている.言語経験的立場から

紘,明らかに目棟や分野のちがうものを,生活･,%験的立場から,同挙の素材というだけで,同一単

元の資料として組織したのは,社会科の単元の考えかたが観念的にここに援用されたのであろう｡

しかし国語科という立場からいうと,この考えかた株正しくない.国語科の単元の正しい在りかた

紘,広く生活という基盤に立ちながら,言語′経験的主題の解決をめざして,四つの言語活動を組合

的に展開させると●ころに求められよう.生活経験的立場から経験の畳的豊かさを求めるに急なるあ

まり,言語麓験自焼場から,経験の質的統一を求めることを忘れたのでは,国語科の単元における

資料の組織としては観念的経験主義だといわれでもしかたがない.単元｢夏の督然｣は,正しくは

詩の鑑賞を主題とした単元と観察記録を主題とした単元とに分けTC資料を組織すべきであろう｡

もう弘とつ,中学の場合で巽例をあげようo　喪とえぼ｢伝記の読みかた｣という言語窪験的単元

で　Hェヂリ,/ ㌔ (I)野口英世の二つの資料を選んでいる｡文芸形式からいうと, Hは伝記(=)は脚

本であるo指導書をみると,伝記を読んでその偉大なる人格に感激させるところにねらいがある.

そこで, (=)の資料も脚本という形式にとらわれないで,伝記的内容に力点をおいて指導すべきであ
�"�"�"�"

ろう.しかし,教師たち株とのひねった資料の提出のしかたにすっかり戸まどいして,伝記の読み

かrcか脚本の革みかたかわからないよう酎旨導に陥りやすい.学習の主体が他ならぬとどもたちで

あることを思うならば,教師でさえ戸まどうような資料の組織のしかたは当然やめなければならな

いoとこにも,国語科の単元くD本質が正しく埋解されないままに,経廟の畳のみを重んじ経験の質

を忘れた教科書編集者の観念的経験主義の匂いが感じられようo

国語科における資料の組織のしかたは一般的にいうと,同一単元の資料としては,同一ジヤ-/〟

同一形態の文章を組織したほうが,編集者としてはすなおであり,教師としては指導しやすく,と

どもたちとして絃学習しやすい｡しかし,これはあくまで原則的なものであって,たとえば放送と

か発襲とか琴書とか爾来とかを畠項とするものなどで株, ＼多彩をジヤ1/ルや形態にわ狩る耳軍を組
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放した･ほうが学習目棟を達成するに都食が.よかろう.

1

主　題　の　解　説

これは中学と高校の教科書の編集にあらわれたいちじるしい傾向だが--たとえば, ｢観察記録

の書きかた｣という単元をみると,観察記録(C)資料をいくつか組織Lである.その際間接的にまえ

がきという形か直接的に資料という形で,観察記録の書きかたについて行きとどいた解説がPv,て

いるのに気がつかれるであろう.観察記録を主題とする単元で,その解説を掲げることはちょっと

考えると,いかにも適切なやりかたのようにみえる｡とどもたちは,観察記録の寄きかたに関する

との解説をしっかり読んで,その教えるところにしたがって,観察し記録するならば,学習も効果

的にすらすらと行われると考えられようO　学習の結果のみを重んする旧い知識学習で抹それでよか

つ歴.しかし,学習の過程を重んする新しい経験学習ではそれでは絶対にいけたい｡何故なら,モ
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

とには既に主題解決の方法が示され与えられていてとどもたちがその方法を探究し体得する余地が

残されていない｡それでは真の主題解決の学習にならない｡_たとえていうと,手晶師がます手品の

種あかしをしてから,手晶を演ずるのと同じである.解説を読むこと隼よって,朝察記録q)書きか

たという主題は観念的にすでに解決されているdあと略経験をとおして,その解説の正しいととを

実証するだけで奉る.そこにはも性や主体的な経験をとおして主題解決の方旗を探究する余地は親

されていない.種あかしをした手品がもはや手品としての存在価噂がないと同じく,解決の方法を
]

●

明かにした主題はもはや主題としての存在価値がない.主体的な経験を通して主題解埠の方法を習
J

得することが単元学習の根本精神であるならば,主題解決の方法は断じて解説の形で知識として与
l

えるべきでなく,あくまで主体的な経験をとおして探究させるべきである.単元学習の正しい在り

かたからいえば,あの解説はすべて指導書にゆすってとどもたちの目に触れさせないほうがよい｡

とどもたちには主題解決の允めに学習計画を立てさせ,豊かな言語罷験を与え,四つの言語活動を

綜合的に営ませるべきである｡観察記録について話し合い観察記録を読み観察記録を書いてみる.

観察記録に対してこのように実践的に取り組んでいってこそ,はじめて概容記録つ･書きかたが体得

されよう.もちろん,とどもたちのことであるから,習得したも.のは,あるいは素朴なものであり,

不完全なものであり,断片的なものであろう｡しかしそれはとどもたちが主体的な経験をとおして

つかみ得たものだけに,何物にも換えが舞い価値をもつ.しかも,それは一度習得したら忘れよう

としでも忘れられないものである.わたくLは単元の解説を教科書編集者の観念的経験主義のひと

つのあらわれとみる.それは,いかにも経験主義の新しい衣を着こなしたかのようにみえで,実際

性知識主義の旧い衣を少しも脱ぎ去っていない.

撃　管　の　手　引

｢学習の手引｣の書きかたは手引の問題を通覧することによって,ただちにその単元の学習の展

開即ち目標,内容,順序,方法,連関などが,指導者およびこどもたちに直観的にとらえられるよ

うでなければならない｡しかし,どの教科書の｢学習の手引｣の書きかたを見ても,そうした配慮
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のもとに書かれたと思われるものは少ないのではなかろ弓か.もちろん現在の教科書における｢学

習の手引｣はその単元で比較的重要なしごとを代表的にとりあげ挺ものであろう.しかしそ'ぅした

代表的問題にせよ,少なくとも現場の教師たちがその単元の目標に照らして言語経験を除合的に組

織し展開させようとするとき,それにヒン下を与え,展開の節になり･環になるような問題を掩げる

べきであろう｡ ｢学習の手引｣がこういう用意のもとに書かれていないかぎわ,たとえば,嶺寮記録

をいかに審くかという主題を解決するためL73音譜活動の給食的な展開など見るべくもなく,ただ在

るものは平板な,ばらばらな言語活動の羅列だけであろう｡しかも問題絃それだけにとどまらない｡
●

そういう単元学習からは,為すととによって何を学ぶかとい;3iその何を期待することができない.

レ､いかえると,単元学習の根本の精神である主題解決の方旗を体得することを期待することができ

ない.いったい,単元学習では,その学習活動の展開において,みんなが言語径験の実践をとおし

て,身につけた主題解決の方法を養表し食って,体系的に峯理する段階が必要なのではあるまいか｡

たとえば, ｢観察記録の書きかた｣の単元で,観察記録はいかに書くべきかという主題を追求して,

とどもたちのひとりひとりは主題解決の方法について,允･tい素朴で不完全で断片的ではあっても,

何物かを習得するであろう｡この観察記録の書きかたについて,経験をとおして待允ものを養家さ

せ,それらを弘とつにまとめ,さらに教師が補ってゆたかな体系を樹立する.単元学習はこの学習

段階を得てはじめで画龍点晴を得るとともに｢-｣を聞いて｢+｣を知る真の主題解決の能力をし

っかり身につけるととができるのではなかろうか.現在の単元学習では学習活動の展開においで不
●

思議にもとの指導の段階が全く忘れられている.そ?ために,単元学習はきわめで密度｡)薄い焦点

のないものになっている｡これは,やはり徒らに経験の畳のみを重んじで経験の質を考えない観念

的経験主義に由来しているのであって, ｢学習の手引｣はこの点から根本的に書きかえられるべき

であろう｡

結　　､び　　　　　　　　　　　　●

以上,国語教科書編集における観念的経験主義を指摘し,それが国語教育にどう影響しているか

を考えてみた.この観念的経験主義を払拭しないかぎり,ほんとうの国語の単元学習は育成されな

い.したがって,豊かな国語のカは滴養されないであろう.


